
第5節 文様の解説

l 縄文式土器の文様の性格

凡そ、土器に胆らず.帖土を担ね造形Lて稗きあげた器物ほど不可解な物はない。それらの

土器や陶器には、世用上町揖障をもたせた「形J だけで~<、その表曽には、使用目的とは無

関係なさまざま!l絵画や文捕で色取られている場合が多い。

これらの象封閣や文様には、 見 何の変哲もない輯や点をはUめ 単純な樟返しでフめられ

たものから、甜維で極めて意味あηげな奇怪なものまでさまざまである。

ところが、それらのうち、持に陶器の絵画については、多〈の学者や美術開係者の考僚やliI

評が聞かれている。ところカ噂電文式土器となるとさっぽりである。もっとも.縄文式土器には

絵画は極めて少なく文織が主体であったからなのかもしれない。縄文式土器の宜織についての

鈴評は、せいぜい蛇体主を題材にしたものがみられる程度でしか辛かった。

どうしてだろうか。その答Ii簡単である.蝿宜式土器の文雄l率、土器型式を世定し届年を岨

立てるのに最巡の道具以外的伺抽でもeかったからである。l.たがって、その結果、土器型式
は無敵に設定され輔年も地方別に陸生し目的l主連せられたのである.

しかし、その後には置~産物として文雄を施した作者の意図を続みとる方法の存在すら忘れ、

ただ徒に緬年至上主袋に陥り他人の設定した土器型式や橿年を鋳るばかりでなく、ついにはコ

ンピューターまで動員するという結果をまねいでしまった.

本来、土器の文雄は、その副作者の考えやその時点で町撞行提 日常生活の状態などが型

作者の手先を通じて文障という r形Jで意蝿の有無にかかわらずに表現されていなければなら

ない.

Lたがって、型式控定や踊年鑑i立てには絶昨の資料と会るはずである.しかし、それどけで

は、主織のもつ性格の何分のーにLかならない.これでは、縄宜時代町生活町御庫が目的でめ

るとする考古学の方法鎗を震いた〈なってしまう。

2 文様の組成

縄文式土器の文相率、単に型式設定にf閉されるだけでないことは前項て述べた通りである

が.ぞれ以外、生活の橿原に世立たせるためには、その組成をはっきり把握Lていなければな

らない。

それには、文雄を醇に観療することから出直さな〈ては駄目である。問えI!、一見してVJ

りのぎらざらした無文の土器でも、昆削りした膚に躍が柏められでいるのである.これもー園

町文柑と Lて拙うべきである.また、この反対に、国出しした膚でも同措である。次に、 i本

の韓 1鋼の点のように、それ自体では何の意味も持たないものでも、それらが有機的に結合
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した3島告には:¥i:q年を有場るようになるものがある。また、はじめから目的をもってお古かれた宜

拙も~い。さらに‘施された r~J によ って意味を持ったり興 った意味に:æ仕する瑚告や秘歓

の意味を時合ぜることもしばしばで注曾LなければならなP. ¥ 

そこでヘこれらのすべでの文栂を整理すると次のようにニつに大別することができる。

A 基本形態の士機 それ白体では何らの草昧ももたないが、連続しとり{也との結合によ

り性絡が発生する。

日 彼合}彩簡の文雄 基本形態の文植が違紐したり結合Lて詳しZてられたもの、"よび、

出自主を意図的に嗣盤して表現した剖盤手法などである.

さて、このように文雄は‘基本形態とそれらの結合によって出来た被告形態町二つによって

此立っているよとが判ると こんどは、それらの施主されている r'MJ1JfJ亘書になってくるの

である。

促米、すべての文棉は、施主される唱が一定しているのでなく、器l遣のどこにでも好き腸手

に施されτいるものと111ぃ込んでしまっていた。別段、そうしたことに気を曲った脱に接Lた

ことがない。縄主人は、そんなに無神経で'第百十凶!i!j:人遣ではpたしてなかったはずである.それ

どころか.細かすき'る峰、必型以 lニ iニ r地」には神経を由っていたからこそ型式的l~定にも編

年の材料にもなったのである.f~Jえば、八ヶ岳山置の縄文時K中聞の土器を評して内由奔般で

恋端容造形の土器である。とするなど拡土器と文捕を知らない人的セリフとしか云いようがな

L、。

それでは、その喝とは何疋ろうかについて図解切ることにしよう。(車146. 147図)

一駐的に、中聞の土器町施主構成は、間外はともかく、およそ次のように五つの「基本体J

に分割して考えることヵror能である。

(I陣冊から下胴師、 (2腕師、 (31.上刷出から顕曲、 14比」柑拙から口将~把手、 15同堕の五分割

である。そニで、これら五分割された表脱出場が、どのような展開をしていくのかについて述

べてみることにしよう.

まず、 m<、白分 作者 組放の人々 栄蕗 大地など最も身近なものを表す場となってい

る。それから、口慢に向って、およそ土器の成形工程にそって揖附されていく。 1211主、日常生

活のうら、生届活動の場、人や剣物の胴部などを表す。 13)1"，生活断域の外、出!ち連世であり.

また目的や目的地および自鰍神への道程を示す山や川をはじめ、 地上と史、宇宙 神域との境

界を表す地平親水平綿でもある。また、これらと巨片的意味をもっ、雨宮古胤措掴~

rを袋担する場となっている。 14川、制望匝問をはじめ空宇宙 重などの{也、総合的な神

域を示す最高の以と決められているo(5)は、揖鉢などのように施主事E闘の回定されている器の

渇合に出η、:4)と同一町立時を袋す織と会り得るのである.

このよフに 丈栂を革本体別に分けで考え、それぞれの織における複合形態の文峠を有機的
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第146図 区間主a書簡深鉢

に結合させていくと壮大なロマンが見えてくるはずである。ところが、場が理解できても基本

形盤町文栂で構成されている被告形態の文様に意味を持たせて生命を支えることは非常にむず

かし〈、近代文明に汚挽されと頭脳をもってしては、とうてい不可能である。それらをすべて

揖い慌し、縄文の原点に立も捕って考えなければ.ーっとして、その意味を読みとることはで

きない。

3 文様の解説

E副主裟陣翠鉢 (第 146図34)

この土器lふ 32号祉艶見の土器でもある。飴土は輔避され賞描色で韓成の良好な土器である。

二次加熱を畳けた担障は少なく実用的合器でなかったらしい。施主構成は 剖描、区割宜が主

体を占め、円宜と半肉彫三宜主を多用して彼雑さを{斉唱している。

この土器など、従来ならさしずめ、自由奔欽葎暗絢湖町土器疋。と解価されるものであろ う。

そこに臨められた作者の心情が入る微塵の聞もあり得なかった.

さで、それでは見直しにかかるとしよう。 見して、 これ桟セクシーな士樟も少ない。男女

空告の図である.細かな説明lま各自、自分で想定しでもらうと Lて大略を説明しておこう.ま

ず、正面には、男性像が描かれている。大地に腰骨据えた直也である.腰部には円文を配して

屈指することを示し、それを囲んで半肉彫三宜主と誼帯主で運動の可能性を現わしている.右

足は大地に控し、在足は立膝をもって相時ませる。右手は拡大した陪腸を弄り左手は首に巻〈。

胴師は、刻目陸絡が背骨を示し、 口雄下部に円主を配して首をヨ慢す。頭部は 入組突起をもっ
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てかえ すべて簡略化Lている。顕剖が口符にまで上勺す右に寄せられて、その地位の抵さを

示tしている.

背偏には、女性fi!il(1i市かれ、その酎蜘告部R帥は口僻よ ηはるかに上でミミプク把手と岳つてゆ向

正而治か、らH魁Lに見える@女性f像象iはま、大地より上にあり、明らかに女性上位のJl!.位であること

が判る。腰部は完全に14同位置に昇り神絡化している.両足は双方とも立膝を示し在は上には

ね上げ口、る。首は双円文をもって左右に動〈植を務し頭項に蛇頭を置〈。蛇1本文は、 E翼線神

であるばかりでなく特に悠は性神でもあるので、大きな口を聞いと踊rsから右肩にかかる瞳は、

性究による世悟感を如実に示し、その統率力を持不したものかも知れ会い。女性器は円文で表

現 し、下方から紐#障帯て・INった矢形の粥桂が勢いよく実上げて萱告の樺をこれまた釦1主に表

JJIしている。

また 女性湖町神域には男性器が左右に配され、その直下町 t園部には女性器四姻が配置さ

れて錨柑の柑子が描き出されでいる。

この様に、この土器に描かれた文栂1..単なる性行為の描写疋けを表わした疋けでな〈、そ
れを合めと捕祖、つまり畠紛の基本を示した教典でもるった。それに、その描写力は抜"なも

ので、科学的であると同時に芸術性も高〈、後省の今町実力では、とうてい満足のい〈表現を

なし時ベ〈もなかった。

抽象文装飾聾 (話 147図 124) 

この土器は、 76持祉のF中に置かれ、その上に54-:社社のFが土器など無祖しで聾かれていた。

他人的持物など金〈意に介しない点、現在町風潮と以ていで興味をそそる。

土器はほ剖から F腕部にかけて赤宜し、上胴剖は条~且1出色を呈し揖械の用に供ししたことが

判る.

文捕構成{率、版部と口輔剖が醐監された無文穆で、その中聞は毘削り成形の上に3区分して

施主しでいる。この聞は、すべて水中または水に聞係する現象を描写Lている。

まず、 11間基本体では、 3本町院帯によって区切られた2段の描帯区劃士がある。この区劃

は内掃をキャタピラ文で陣取η、中尖に山形押引を入れて水の移動するホ回を表現しでいる。

その上には、大河からヲlカれた水路が椛かれ本桔的なイ布、家出脅の風景を袈S見して，いる。さて、

121と131(/)胸部および」胴却には、キャタピラ主によっで区切られた主掩のある大河が捕かれ

中に、水柿農緋神の一つである蛙が2匹と闘がz匹交互に錨き出されている。蛙は、胴と頭が
一体と♀ η両目は突出Lて中空白休部に通じている。手は頭町上に出で坤き・の状態を示し、両

足は、大きく聞いて円宜的問町田で曲り足首をはね上げている.輔取りはキャタピラ文と山形

押引で飾り唱水流をけたてて泳ぐ鮭の槽を削寓に表現しでいる.

次に間であるが、ニれは従来、山植魚文と呼んでいた抽象主である.山相魚は主として山聞

の谷間に生息する閣時穎で縄文時代の遺跡と分布が一致しない。釘とすべきでめる。聞は、雌
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高147図抽..主義飾型

縫カry;IJに表現され、その区別は賂で判断できる.

大河から水を引いて水田を械や1.-.その河には蛙を追う聞の生息する嵐最といえば、一寸、

我国では想噛もつかない情量であろう。その瀕掩をどこに求めれば良いのだろうか。中国南部

から印度東部にかけての地方に求める以外方法がなかろう.

4 まとめ

文雄の組成町項で、縄文式土器に加陣されている文織には、基本形曹と績告形態骨文樟があ

り、それらが、 5分割された各基本体の掲に、相時の配置をして描出されでいるという原則を

述べておいた.

文樟解説の項でi率、それらの原則にもとづいての解読を試みなのであるが、本摘では、基本

被告の両形態の文相の持つ意味を一行躍はぶいて解説に移るという変則な方法をとったので理

解しに 〈かったと思う。しかし、文樟に対して、このような見方のあることだけでも理解して

いただければ目的は半t裁量したものと考えでいる。今回は2倒疋けの解読にとどめたが、近い

#来、こフした方法が必ず盛行するものと確惜している。(武庫畿六)

参考文献 武藤雄六 r中期縄文士留の文鍾向"棄』 山鎗符古2. 3 . 4 .5. 6号
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